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平成２１年度地球環境基金「組織運営出前講座」 

【実施報告】 

 

１．目的・趣旨 

 日時・場所を特定しての講座に参加が難しい環境NGO・NPOに対して、受講団体の組織運営力
の強化を図り、もって当該NGO・NPOの中長期的・不可逆的な発展を促すことを目的として、出
前講座を実施した。具体的には、会計・税務面および労務面を強化したい環境NGO・NPOのニー
ズに応えてカリキュラムを構成し、必要な講座を行った。 

 

２．受講団体数：７団体（受講者は１団体１～３人） 

 

３．開催期間・回数：平成２１年１１月１１日（初回）～平成２２年２月１６日（最終回）の間、 計

２４回（１団体２～５回） 

 

３．会場：受講団体の事務所 

 

４．開催プログラム 

 

STEP1 「うちの会計・労務、どうすれば楽になる？ ～会計・労務なんでも相談講座」 
 
STEP2 コースA：「会計担当者のための会計実務講座」 
    コースB：「環境NGO・NPOのための税務講座」 
    コースC：「環境NGO・NPOのための労務講座」 
    コース S：「理事長・事務局長のための・経営改善のための会計システム講座」 
 

最初に、STEP１を受講していただき、詳細なヒアリングを行った後、受講団体の希望に応じて
STEP2から１～３コースを選んでいただくか、あるいはオーダーメイド型のコースを実施した。 
 

 

 

募集 

申込書受付、電話ヒアリング 

選考 

STEP1（兼詳細ヒアリング） 

STEP２（コースA, B, C又は S） 
またはその変形のオーダーメイド講座 
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６．講師 

宮崎洋彰（あすか税理士法人代表社員） 

高龍弘（社労士事務所アジール代表） 

荻野俊子（NPO会計支援センター代表） 
実吉威（市民活動センター神戸理事・事務局長） 

八十庸子（市民活動センター神戸理事） 

 

７．研修講座等概要 

 

■受講団体Ａ（４回実施） 

①会計担当者の交代にあたって、会計処理が現状のままでいいのかどうかの確認をした

い。 

課題 

②職員の採用を開始するので、その注意点を知りたい。 

①日常の会計処理の状況を実際に見せていただき、決算書類の作り方についてレクチャー

を行った。 

講義・ア

ドバイス

内容 

 

②有償ボランティアの雇用関係について明確にするようにアドバイスし、新規雇用につい

ては、募集・採用に際して留意すべき点や労働保険についてなど、労務管理についてのア

ドバイスを行った。 

 

■受講団体Ｂ（２回実施） 

①会計処理について、現状のままでいいのか確認したい。 課題 

②決算処理をもっと効率よくできないか。 

①日常の会計処理の仕組みを見せていただき、書類整理を合理化するためのアドバイスを

行った。 

講義・ア

ドバイス

内容 

 

②決算作業の流れをスムーズにするための手順や、固定資産の管理についてのアドバイス

を行った。日常の会計処理について、顧問会計士とは別に、第三者の視点から確認しても

らうことで安心されたようだった。 

 

■ 受講団体Ｃ（５回実施） 

①固定資産の計上の仕方が適切かどうか知りたい。 

②雇用保険・社会保険の適切な経理処理の方法を知りたい。 

③部門別会計の運用について知りたい。 

④税理・労務・会計について、改善策があれば知りたい。 

課題 

⑤税理士に税理を依頼すべきなのかどうか、その際の指針があるのかを知りたい。 

①⑤税理士に依頼しなくても事務局で処理できる範囲内のようだったので、まず、会計の

現状を見せていただき、その上で決算や固定資産の管理のやり方についてアドバイスを行

った。 

②年末調整の考え方についてレクチャーを行った後、実際の手続きについて指導した。 

③部門別会計についての基本的な考え方を説明し、具体的運用について指導を行った。 

講義・ア

ドバイス

内容 

④特に疑問のあった大型補助事業の決算報告の作り方などについて、アドバイスを行っ

た。 
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■受講団体Ｄ（４回実施） 

①スタッフへの謝金の支払い方法が適切かどうか知りたい。 課題 

②会計処理の現状が適切かどうか知りたい。 

①源泉徴収などの謝金の処理の仕方や、スタッフへの給与についてアドバイスを行った。講義・ア

ドバイス

内容 

②収支計算書及び貸借対照表の形式や、予算書の作成などについて、団体内の会計処理に

ついてのアドバイスを行った。 

 

■受講団体Ｅ（３回実施） 

①就業規則を作成したが、適用するにあたっての注意点を知りたい。 課題 

②勤務時間が変則的なので、労務管理について知りたい。 

①就業規則の基本的事項についてのレクチャーを行った。また、就業時間については、団

体の実態に応じて変則労働時間制を導入するようにアドバイスした。 

講義・ア

ドバイス

内容 ②労務管理制度の整備の仕方についてアドバイスを行った。 

 

■受講団体Ｆ（３回実施） 

①職員の採用にあたっての労務のポイントについて知りたい。 課題 

②職員を採用するときの留意点などを知りたい。 

①採用にあたって必要となる就業規則や労働条件通知書についてのアドバイスを行った。講義・ア

ドバイス

内容 

②職員の新規採用について、選定手順などについてのアドバイスを行った。 

 

■受講団体Ｇ（３回実施） 

①労務の基礎知識及び当団体の現状に沿った労務整備について 課題 

②会計について、問題点がないかどうか教えてほしい 

①労働基準法、労働保険、社会保険に関する基礎知識についてレクチャーを行った。 講義・ア

ドバイス

内容 

②法人内で会計手続きを一度整理するとともに情報共有してもらう必要があること、会計

については法人として情報公開の義務があることなどについて、アドバイスを行った。 

 

８．アンケート結果 

アンケート結果では、受講した団体に有意義度を 100点満点で点数をつけていただき、平均で 85
点との高い評価を得ることができた。個別の悩みや課題について、それぞれの状況やレベルに応じ

て、きめ細かなかつ専門性のあるサポートを行った点が評価されたようだった。また、専門家に会

計の実状を確認してもらえることで、実務面だけではなく精神的なフォローや不安の軽減にもつな

がったとのことだった。ただ、講座終了後に新たに生じた質問や課題を相談できないので、「もっ

と回数を多く」「もっと期間を長く」という要望が多かった。今後は、講座の実施期間や回数を工

夫して、フォローアップや団体としての組織運営力の強化を図っていくことが課題となると思われ

る。 

 

 


